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天皇皇后両陛下からお見舞い
新型コロナウイルス感染症お知らせ
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CO
N
TEN

TS

2021 年2 月号

オンライン行幸啓

復旧・復興

まちのわだい

１００歳おめでとう

子育て支援センター

健康ルーム

地域おこし協力隊レポ！

芦北に残る文化遺産

安全安心だより

イベントカレンダー

こどものひろば　遊具の紹介
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裏面

今月の表紙
　花岡地区の民家のお庭に見事な紅梅が
咲いていました。草木は、新型コロナウイル
ス感染症や豪雨災害に関係なく、季節が来
れば咲き乱れ、自然の強さを感じました。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
行
幸
啓

（
御
見
舞
い
）が
終
わ
っ
た
後
に
報
道

機
関
の
会
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
両
陛
下
よ
り
お
見
舞
い
と
労
い
の

言
葉
を
頂
い
た
竹
㟢
町
長
は
、「
約

６
０
０
名
の
方
が
避
難
生
活
を
送
っ

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、ま
た
、わ
が
故

郷
に
住
み
た
い
と
い
う
思
い
に
な
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
っ
か
り
と
復

旧
復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

矢
野
さ
ん
は
、「
緊
張
し
ま
し
た

が
、日
本
の
象
徴
の
天
皇
陛
下
か
ら

お
言
葉
を
頂
い
て
、自
分
も
心
を
引

き
締
め
て
頑
張
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
な
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。失
礼
だ
と
思
っ
た
ん
で
す

が
、妻
の
話
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
、妻
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
。」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

県
警
本
部
機
動
隊
の
谷
口
さ
ん

は
、「
大
雨
が
降
り
続
く
状
況
で
、本

当
に
命
の
危
険
が
あ
る
捜
索
現
場
で

の
作
業
で
し
た
。危
険
な
思
い
を
し

た
こ
と
に
対
し
て
、お
労
い
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
し

た
。

　
被
災
し
た
矢
野
解
光
さ
ん
は
今
回
の
災
害
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
、矢
野
ま
さ
子
さ
ん
の
遺
影
と
共
に
お
見
舞
い
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

1 月27 日オンライン行幸啓（御見舞い）が開催されました

　
熊
本
県
警
察
本
部
機
動
隊
谷
口
健
太
郎
さ
ん
に
、7
月
豪
雨

で
被
災
し
た
天
月
地
区
で
の
捜
索
の
他
、県
内
各
地
の
災
害
行

方
不
明
者
の
捜
索
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、労
い
の
言
葉
が

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

人 口　１６，５１６人　　（−４０）
男 　　７，８０３人　　 （−２０）
女 　　８，７１３人　　 （−２０）

65 歳以上　　７，３６９人　　　 （−８）
世 帯 数　　７，１４２世帯　　 （−９）

人口のうごき（R3. ２.1 現在）（　）内は前月比

▶︎
写
真
提
供　
宮
内
庁

▶︎
桝
屋
の
白
梅
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復旧・復興復旧・復興 復旧・復興復旧・復興
佐敷川・宮の浦川・田川川の改良復旧のため測量を行っています

　令和2 年７月豪雨で佐敷川流域は約３００ha, 約1,360 戸の浸水被害が発生しました。
　今後の被害を防ぐため、約9km の河川測量を行っております。

宮の浦川

佐敷川

田川川事業区間
災害復旧助成事業
防災・減災対策等強化事業推進費

◯測量会社
　　佐敷川・田川川　（株）水野建設コンサルタント
　　宮の浦川　　　　旭測量設計（株）　
　　　※測量にあたって、作業員は身分証明書を携帯しています。

改修区間図

項目
R2 年度 R3 年度

R4 年度 R5 年度 R6 年度
２〜３月 4 〜６月 7〜9 月 10 〜12 月 1〜3 月

詳細測量

改良復旧設計

用地測量

用地協議

河川掘削工事

護岸応急復旧工事

改修工事

◯事業スケジュール

※現時点でのスケジュールを示しており、今後の状況により変更する場合があります。

＊問い合わせ先
　熊本県県南広域本部　芦北地域振興局
　　土木部　工務課　治水班　☎82-2532
　芦北町役場
　　建設課　土木係　☎82-2511（内線234・235）

　
2
月
1
日
、芦
北
町
復
旧
・
復
興
計
画
を
策
定
し
、

公
表
し
ま
し
た
。計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
意
見
公
募

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
実
施
し
、町
民
20
名
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
一
部
も
反
映
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
に
よ
り

町
の
防
災
機
能
の
向
上
、町
内
事
業
者
の
早
期
事
業

再
開
や
発
展
的
事
業
展
開
な
ど
を
支
援
し
、「
生
活
再

建
」や
「
な
り
わ
い
再
建
」「
社
会
機
能
の
回
復
」を
重

点
施
策
と
し
て
、町
全
体
の
日
常
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
と
し

て
お
り
、単
な
る
復
旧
・復
興
に
と
ど
ま
ら
な
い
創
造

的
復
興
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、復
旧
・
復
興
が
進

む
中
で
新
た
に
生
じ
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
等
を
必
要
に

応
じ
て
見
直
す
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

　
2
月
4
日
、蒲
島
知
事
と
策
定
し
た
芦
北
町
復
旧・

復
興
計
画
を
も
と
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
竹
㟢
町
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、町
一
丸
と
な
っ
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組

ま
れ
て
お
り
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
る
。将
来
を
見

据
え
、町
と
県
の
計
画
を
し
っ
か
り
と
連
動
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。引
き
続
き
目
に
見
え
る
よ
う
な

形
で
復
興
が
進
む
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
行
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
佐
敷
川
に
引
き
続
き
湯
浦
川
・田
浦
川
で
も
河
川
に

溜
ま
っ
た
土
砂
の
撤
去
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
橋
本
川
・内
野
川
も
県
に
よ
る
工
事
が
発
注
し
て
あ

り
、今
年
の
出
水
期
ま
で
に
堆
積
土
砂
の
撤
去
が
行
わ
れ

ま
す
。

▶︎
蒲
島
知
事
と
意
見
交
換

▶︎
潮
が
引
い
た
時
間
に
大
型
重
機
で
撤
去
（
湯
浦
川
）

芦
北
町
復
旧
・復
興
計
画
を
策
定

芦
北
町
復
旧
・
復
興
計
画
を
知
事
へ

県
河
川
の
浚
渫
を
開
始　

▶︎
計
画
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
先
か
ら
見
れ
ま
す
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まちのわだいまちのわだい

井
川
龍
人
さ
ん
箱
根
駅
伝
の
報
告

　
早
稲
田
大
学
2
年
生
の
井
川

龍
人
さ
ん
が
来
庁
し
箱
根
駅
伝

大
会
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
往
路
1
区
（
21
．
3

㌔
）
を
走
り
5
位
で
、
ト
ッ
プ

と
の
時
間
差
は
17
秒
で
し
た
。

　
井
川
さ
ん
は
「
区
間
賞
を
目

指
し
て
頑
張
っ
た
が
、
一
歩
及

ば
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
例

年
ど
お
り
の
練
習
が
で
き
な

か
っ
た
。
来
年
は
一
番
で
タ
ス

キ
を
渡
し
ま
す
」
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。　

1/13

大
根
の
花
瓶
が
採
れ
た
！　

今
村
栄
志
さ
ん（
山
川
地
区
）

の
畑
で
真
ん
中
が
ぽ
っ
か
り
と

空
い
た
大
根
が
採
れ
ま
し
た
。

　
今
村
さ
ん
は
「
穴
が
空
い
て

い
る
大
根
は
初
め
て
採
れ
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
に
、
花
を
さ
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
に
持
っ
て

い
っ
た
。
ひ
と
月
ほ
ど
は
鑑
賞

で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
話
し
ま

し
た
。

1/28

　倉本　スエノさん（井牟田）
大正 10 年１月 10 日生まれ　

　若い頃は中国南部の海南島で暮らされていま
したが帰国後、紡績業、建設業、ホテル業等い
ろいろな仕事をされました。紡績業をしていた
こともあって趣味は編物、性格は明るく人をお
もてなしをして喜ばせるのが好きだそうです。

100歳おめでとう！

　坂本　ヨシ子さん（芦北）
大正 10 年１月 1 日生まれ　

　90 歳になるまで 50 年ほど自宅の美容院で
働かれていました。今でも生活用品を買いに、
徒歩で近くのお店に出かけられます。長生きの
秘訣は、「なんでも食べること、病気になった
ことがない」と話されました。

　中山　フサ子さん（大野）
大正 10 年１月 9 日生まれ　

　若い頃は八代に農業の出稼ぎにでており、ト
マト、きゅうり、い草の生産作業をされていま
した。仕事をやめてからは、北海道や屋久島な
どさまざまな場所に旅行に行くのが趣味だった
そうです。中山さんはお祝い数日後にお亡くな
りになりました。ご冥福をお祈りします。

薬
物
乱
用
防
止
活
動
に
感
謝
状

　
芦
北
町
防
犯
協
会
は
昭
和
60

年
に
発
足
以
来
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
街
頭
活
動
や
、
学
校
訪

問
な
ど
薬
物
乱
用
防
止
の
活
動

を
継
続
し
て
き
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
熊
本
県
薬
物
乱
用
対
策

推
進
本
部
よ
り
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
会
長
の
竹
㟢
町
長
は

「
活
動
が
認
め
ら
れ
大
変
光
栄

で
す
。
町
の
安
全
安
心
の
た
め

今
後
も
活
動
を
継
続
し
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

1/15

熊
本
が
ま
だ
す
！
副
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足

　
豪
雨
災
害
か
ら
の
創
造
的
復

興
を
行
う
た
め
に
、
芦
北
町
・

八
代
市
・
人
吉
市
が
連
携
し
被

災
地
域
の
発
展
及
び
産
業
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　
都
市
部
か
ら
の
副
業
人
材
を

活
用
し
、
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
今
後
は
地

元
企
業
へ
の
提
案
や
相
談
、
事

業
強
化
支
援
策
へ
の
サ
ポ
ー
ト

や
金
融
機
関
・
経
済
団
体
と
の

調
整
を
行
い
ま
す
。

1/19
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お 知 ら せお 知 ら せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　
　
関
連
し
た
人
権
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
憶
測
や
う
わ
さ
に

基
づ
く
行
動
は
、
過
度
の
不
安
を
あ
お
り
、
誰
か
を
傷
つ

け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

○
不
確
か
な
情
報
は
決
し
て
S
N
S
な
ど
で
広
め
な
い
。

○
国
や
県
、市
町
村
が
発
信
す
る
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
。

○
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て
判
断
、
行
動
す
る
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課　
総
務
係
☎︎
（
８
２
）
２
５
１
１　
内
線
２
１
９

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を
法
務
局

　
　
　
　
（
遺
言
書
保
管
所
）が
守
り
ま
す
！

　
法
務
局
に
お
い
て
、
自
筆
証
書
遺
言
書
を
保
管
す
る
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
制
度
は
、
高
齢
化
の
進
展
等
の

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を

防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
法
務
局
に
お
い
て
自
筆
証

書
遺
言
書
に
係
る
遺
言
書
を
保
管
す
る
も
の
で
す
。

○
遺
言
書
を
法
務
局
で
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
言
書

を
な
く
し
た
り
、
廃
棄
、
改
ざ
ん
の
お
そ
れ
が
な
く
な
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
地
方
法
務
局
八
代
市
局
（
総
務
係
）

　
　
☎︎
０
９
６
５
（
３
２
）
２
６
５
４　
（
番
号
案
内
４
）

　
建
設
土
木
現
場
や
林
業
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
船
員
と
し

て
長
年
働
い
た
人
で
、
手
指
の
し
び
れ
、
冷
え
、
こ
わ
ば

り
（
振
動
病
）、
耳
鳴
り
や
耳
の
聞
こ
え
が
悪
い
（
騒
音

性
難
聴
）、
セ
キ
、
タ
ン
が
出
る
（
じ
ん
肺
）
な
ど
の
症

状
で
お
悩
み
の
人
は
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
（
建
交
労
）

　
　
　
九
州
支
部　
熊
本
分
会

　
　
　
　
　
☎︎
０
９
６
（
２
３
４
）
８
３
２
５　

労
災
職
業
病
の
相
談
は
建
交
労
へ
！

　
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、
列
車
の
新
た
な
利
用
促
進

と
し
て
、
列
車
内
に
自
転
車
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
持
ち

込
め
る
「
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

○
対
象
時
間　
９
時
〜
15
時

○
対
象
駅　
　
川
内
駅
を
除
く
27
駅

※
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
自
転
車
の
持
ち
込
み
方
法
等

を
必
ず
、
事
前
に
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
下
さ

い
。

　
ま
た
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
で
は
、
お
客
様
に
安
心
し

て
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
乗
務
員
は
マ
ス
ク
着
用
し
て
乗
務
し
ま
す
。
運
行
前
に

　
は
、
体
温
測
定
を
は
じ
め
健
康
状
況
を
確
認
し
て
お
り

　
ま
す
。

○
運
行
中
及
び
各
駅
停
車
時
の
車
内
換
気
を
徹
底
し
て
い

　
ま
す
。

○
車
内
消
毒
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。　
　

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
（
株
）
営
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
☎︎
０
９
９
６
（
６
３
）
６
８
６
０　

　
み
な
さ
ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添
い「
働
き
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
無
料
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
日　
時　
3
月
２
日
（
火
）
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
：
30
〜
16
：
30

◯
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣

◯
対　
象　
15
〜
49
歳
の
求
職
中
の
人
、
そ
の
家
族

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎︎
０
９
６
５
（
３
７
）
８
７
３
９

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
張
相
談
会

新型コロナウイルス感染症
発熱等の症状がある場合の医療機関の受診について

発熱、せき、のどの痛み、味覚・臭覚異常、全身のけん怠
感、頭痛、息苦しさなど

発熱などの症状が出た

まずは電話で相談
◯かかりつけ医
◯発熱患者専用ダイヤル
☎0570（096）567

　かかりつけ医や最寄りの医療機関には、電話
で受診の相談をしてください。
　かかりつけ医がいない、休診している、相談す
る医療機関に迷うなどの場合は、発熱患者専用ダ
イヤルへ電話してださい。診察・検査が可能な医
療機関をご案内します。

電話で聞かれること
◇せきがでたり息苦しさは
　ありますか。
◇体に強いだるさはありま
　すか。
◇発熱はありますか。
◇過去に感染した人や疑い
　のある人と会話や食事を
　した。またその可能性が
　ありますか。

予約した医療機関で診察
　医師が総合的に判断して新型コロナウイルス感染症
の検査が必要と判断した場合に検査を行います。医師が
不要と判断した場合には検査は実施されません。

新型コロナウイルスに感染していた場合
入院等については熊本県が個別に調整します。

1　　　新型コロナ特集号　　R3． 2



2021．2 102021．2広報あしきた　11 広報あしきた

新型コロナウイルス感染症に対するお問い合わせ
熊本県　健康危機管理課　☎096（383）0607、096（383）0608

3　　　新型コロナ特集号　　R3． 2 R3．２　新型コロナ特集号　　 2

芦北町清掃センター
☎（86）0277

ゴミ処理の問い合わせ先
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芦北町・八代市・氷川町定住自立圏
イベント情報

子育て支援センター  （3 月の行事）
  3日（水）ひな祭り会
  ９日（火）芦北町総合コミュニティーセンターへ行こう
12日（金）お別れパーティー
※子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも
　利用できます。（一時保育も行っています）
※子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用くだ
　さい。
▶支援センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　9:30 〜 12:00　14:45 〜 17:00

＊問い合わせ先
　子育て支援センター（田浦保育園）☎（87）0034

《芦北児童館》
「楽器で遊ぼう！」
▶日時　３月７日（日）13:30 〜 15:30
▶対象　どなたでも
▶内容　いろいろな楽器に触れ、みんなで合奏をして
　　　　楽しみます。

《湯浦児童館》
「親子で作ろう！こんぺいとうアート』（※要予約）
▶日時　３月２７日（土）13:30 〜 15:30
▶対象　どなたでも
▶内容　こんぺいとうを使って親子で楽しくアート作
　　　　りをします。
利用時間　毎週火〜日曜日 10：00 〜 17：00
＊問い合わせ先　芦北児童館☎（82）3036
　　　　　　　　湯浦児童館☎（86）0074

児童館からのお知らせ（３月の行事）

▶日　時　　　　5 月 22 日（土）・23 日（日）※雨天決行
▶場 所　　　　桜十字ホールやつしろ　　（やつしろハーモニーホール）
▶コース　　　　22 日　40・20・10・5km・五家荘
　　　　　　　　23 日　30・20・10・5km
【関連イベント】24 日　肥薩おれんじ鉄道「せっかくウォーク」
▶申込期間　　　令和３年３月 15 日（月）〜 5 月 20 日（木）正午
　　　　　　　　※郵便振り込み、スポーツエントリーからの申し込みは４月２３日（金）締め切り
▶申込方法　　　①郵便振り込み（参加申込書兼振込用紙に必要事項を記入）
　　　　　　　　②直接申し込み（参加申込書と参加費を実行委員会事務局まで）
　　　　　　　　　※申込書は実行委員会事務局、八代観光案内所などにあります。
　　　　　　　　③スポーツエントリーからの申し込み（パソコンなど）
　　　　　　　　　（１）パソコン・スマートフォン（24 時間）
　　　　　　　　　（２）Fami ポート（ファミリーマート店内）
　　　　　　　　　（３）電話 0570（039）846）（平日 10：00 〜 17：30）
▶ホームページ　http://www.kinasse-yatsushiro.jp/3day-march/
※「令和 2 年 7 月豪雨」災害や新型コロナウイルス感染症の影響により、
　会場や期日、日数が変更となる場合があります。詳しくはお電話または
　ホームページにてご確認ください。

＊問い合わせ先　九州国際スリーデーマーチ実行委員会（市役所イベント推進課内）
　　　　　　　　☎ 0965（33）4132　　

八代市 　「豪雨災害　復興祈願」
　　第 27 回九州国際スリーデーマーチ 2021　参加者募集

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが中止になる場合があります。
お出かけ前にイベントが開催されているかをご確認ください。

9

新型コロナウイルス感染症の
　　　影響を受けている事業所へ各種支援があります

◯新しい生活様式ビジネス展開事業補助金
　コロナ禍での新しい生活様式に対応するための事業展開に対して補助します。
　▶対象経費
　　　密集回避のための改装、間仕切りや換気扇の設置、非接触体温計の購入、
　　　移動販売やデリバリー販売の設備投資等
　▶補助金額　事業費の80％　上限50 万円
　▶申請期限　令和3 年2 月26 日（令和3 年3 月15 日までに事業を完了すること）
◯家賃等支援金
　ひと月の売り上げが50％以上減少、または3 か月平均で15％以上した事業者に対して、店舗の
家賃やリース料、事業用借入金の償還金を3 か月分支給します。
　▶支援金額　補助対象の90％　上限5 万円/ 月 × 3 か月分（15 万円）
　▶申請期限　令和3 年3 月15 日
◯芦北町事業継続支援金
　国の持続化給付金、県の事業継続支援金の交付を受けた事業者に芦北町から上乗せ支援
　▶支援額上限　法人20 万円　個人事業者10 万円
　▶申請期限　　令和3 年3 月15 日
＊問い合わせ先　芦北町　商工観光課　商工振興係　☎（82）2511（内線171）

◯熊本県時短要請協力金
　令和3 年1月18 日から令和3 年2 月8 日まで、飲食店等に対する時短要請に全面的に協力し
た事業者に対して、協力金（第3 回）を交付します。
　▶支 給 額　最大84 万円
　▶受付期間　令和3 年3 月12 日
＊問い合わせ先　熊本県　時短要請協力金　相談窓口　☎096（333）2828

R3．２　新型コロナ特集号　　 4

◯雇用調整助成金（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例）　
　「新型コロナウイルス感染症の影響」により、「事業活動の縮小」を余儀なくされた場合に、従業
員の雇用維持を図るために、「労使間の協定」に基づき、「雇用調整（休業）」を実施する事業主に対
して、休業手当などの一部を助成するものです。
　▶助 成 額　上限1人１日15，000 円　最大助成率10/10
　▶対象期間　令和 2 年 4 月1日から緊急事態宣言が
　　　　　　　全国で解除された月の翌月末まで
＊問い合わせ先　厚生労働省　熊本労働局
　　　　　　　　職業対策課分室　☎ 096（312）0086
　　　　　　　　ハローワーク水俣 ☎（62）8609

▲厚生労働省
　　雇用調整助成金HP

その他、国県等の各種支援についての相談は、商工観光課へお尋ねください。
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あ
 し

 た の た め
 に健康

ROOMき

   た   え   よ    
う

健康ルーム　Vol.33

健康ルーム健康ルーム

健康増進課
Facebookで
情報発信中

コロナとフレイル

　
加
齢
に
よ
り
心
身
の
活
力
が
徐
々
に
低
下
し
、

「
健
康
」
と
「
要
介
護
」
の
中
間
の
状
態
に
あ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
要
介
護
状
態
に
な
る
と
、
元
の
状
態
に
戻
る
こ

と
は
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
フ
レ
イ
ル
の
段
階
で

対
策
を
行
え
ば
、
健
康
な
状
態
を
取
り
戻
す
こ
と

は
十
分
に
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
フ
レ
イ

ル
の
兆
候
に
い
ち
早
く
気
付
い
て
、
生
活
習
慣
を

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

手軽に野菜をもう一品
　　　　「一口目は野菜から」

旬の野菜で 10 分クッキング！

材料（4 人分）
　白ねぎ　　　　　 　１本　生姜 　　 小１かけ
　ゴマ油　　　  　大さじ１  水　　　　800ml
　中華スープの素　小さじ２　淡口醤油  大さじ２
　　米粉　　　　　大さじ 4
　　水　　　　　   大さじ 4
作り方
　①白ねぎと生姜をみじん切りにする。
　　少し緑の部分を残しておく。
　②鍋にゴマ油を熱して①よく炒める。
　③水と中華スープの素と淡口醤油を加え煮る。
　④ひと煮立ちしたら、分量の水で溶いた米粉★を
　　加えとろみが出るまで混ぜる。
　⑤器に盛り、残しておいたねぎをちらす。
　※米粉がない時は片栗粉でもよい。
　1 人分　エネルギー 86kcal　塩分 1.3g

ねぎの中華スープ

健康ルーム健康ルーム

　現在、コロナ禍で外出の機会が減り、家に
閉じこもることなどによる、高齢者のフレイ
ルの進行が懸念されています。

◯
フ
レ
イ
ル
と
は

◯
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

心
身
の
機
能

心
身
の
機
能

健康フレイル要介護

　健康な状態に戻
ることが十分可能

　健康な状態に戻る
ことが難しくなる

フレイルの兆候があるか１１の項目をチェック！ 回答欄

Q1　ほぼ同じ年齢の同性と比較して、健康に気をつけた食事を心がけている はい いいえ

Q2　野菜料理と主菜（肉または魚）を両方とも毎日２回以上は食べている はい いいえ

Q3　「さきいか」、「たくあん」くらいの固さの食品を普通に噛み切れる はい いいえ

Q4　お茶や汁物でむせることがある いいえ はい

Q5　1回30 分以上の汗をかく運動を週2 回以上、1年以上実施している はい いいえ

Q6　日常生活において歩行または同等の身体活動を1日１時間以上実施している はい いいえ

Q7　ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度は速いと思う はい いいえ

Q8　昨年と比べて外出の回数が減っている いいえ はい

Q9　１日1回以上は、誰かと一緒に食事をしている はい いいえ

Q10 自分が活気に溢れていると思う はい いいえ

Q11 何よりもまず、物忘れが気になる いいえ はい

①
栄
養
（
食
生
活
・
口
腔
機
能
）

　
・
3
食
欠
か
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
・た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
材
（
肉
、

　
魚
、
大
豆
製
品
な
ど
）
や
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く

　
含
ん
だ
食
材
（
き
の
こ
や
、
魚
介
類
、
卵
な
ど
）

　
を
し
っ
か
り
摂
り
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
（
身
体
活
動
）

　
・
天
気
が
良
い
日
は
、
人
と
の
距
離
を
し
っ
か
り

　
と
っ
た
上
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
行

　
い
ま
し
ょ
う
。（
30
分
〜
1
時
間
）

　
・
家
の
中
で
、
で
き
る
範
囲
で
身
体
を
動
か
し
ま

　
し
ょ
う
。（
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
足
踏
み
な
ど
）

◯
コ
ロ
ナ
禍
で
の
３
つ
の
フ
レ
イ
ル
対
策

▲出典：東京大学高齢社会総合研究機構　飯島勝矢教授「フレイル予防ハンドブック」から引用

③
社
会
参
加
（
人
と
の
つ
な
が
り
）

　
・
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
家
族
や
近
所
の

　
人
と
交
流
（
電
話
を
利
用
す
る
な
ど)

し
ま
し
ょ

　
う
。
外
出
し
に
く
い
今
の
状
況
こ
そ
、
家
族
や
友

　
人
と
互
い
に
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
・
食
材
や
生
活
用
品
の
買
い
物
、
病
院
へ
の
通
院

　
な
ど
、
困
っ
た
と
き
に
お
願
い
で
き
る
相
手
に
、

　
事
前
に
相
談
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　
こ
の
よ
う
な
フ
レ
イ
ル
対
策
は
、
マ
ス
ク
着
用
・

人
混
み
を
避
け
る
・
こ
ま
め
な
手
洗
い
な
ど
、
基
本

的
な
感
染
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

椅子に座ってスクワット

合  

計
　回答欄の右側　　の回答数が多いほど注意が必要です。とくに６つ以
上右側　　に当てはまる人は、フレイルの危険性がいちだんと高くなりま
す。すべて左側　　に該当するよう改善していきましょう。

栄
養

運
動

社
会
参
加

１０１１

｛ ｝★
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地域おこし協力隊　　大町　洋平

Facebook

フェイスブック更新中
「芦北町地域おこし協力隊」

　
芦
北
で
の
生
活
も
5
カ
月
目
に
突
入
し
ま
し
た
！

【
芦
北
町
に
来
て
よ
か
っ
た
こ
と
】

　
家
の
庭
で
友
達
と
た
き
火
を
し
な
が
ら
お
酒
が
飲

め
る
！　
東
京
だ
っ
た
ら
苦
情
が
来
ま
す
。

【
普
段
し
て
る
こ
と
】

　
前
回
の
記
事
か
ら
引
き
続
き
、
大
野
の
『
み
の
り

会
』
に
て
大
野
地
区
中
心
に
各
地
で
農
業
を
し
て
い

ま
す
。
苦
戦
す
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
周
り

の
人
達
が
面
白
い
の
も
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
。

　
国
見
地
区
葛
俣
の
炭
窯
の
作
成
に
も
去
年
の
11
月

か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
炭
窯
作
成
は

新
鮮
で
面
白
い
で
す
が
、
一
緒
に
作
業
し
て
い
る
の

が
気
さ
く
な
人
達
ば
か
り
で
居
心
地
が
い
い
で
す
。

　
ま
た
、
大
野
小
学
校
の
放
課
後
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
に
も
去
年
の
12
月
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
が
や
ん
ち
ゃ
で
、
た
く
さ
ん
笑
わ
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す
（
笑
）

【
☆
芦
北
サ
ン
タ
☆
】

　

去
年
の
12
月
24
日
夜
に
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
協
力
の
も
と
、
町
内
の
ご
家
庭
と
女
島
の

仮
設
住
宅
を
サ
ン
タ
と
し
て
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
皆
様
が

快
く
協
力
・
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
た
お
か
げ
で
た

く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
が
見
れ
て
ハ
ッ
ピ
ー
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
年
も
実
施
し
ま
す
！

【
今
後
や
り
た
い
こ
と
】

　

イ
ベ
ン
ト
で
し
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
自
分
な
り
に
腰
を
据
え
て
や
っ
て
い
き
た
い
こ

と
は
現
段
階
で
は
ま
だ
摸
索
中
で
す
。
正
直
『
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
な
ぁ
・
・
・
』
と
悩
ん
で
い
ま
す
。

で
す
が
基
本
は
地
域
の
人
達
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
自
分
な
り
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
今
後
も

色
々
と
動
い
て
、
色
ん
な

人
と
出
会
っ
て
、
自
分
の

道
を
見
つ
け
て
い
き
た
い

で
す
。
追
伸
：
芦
北
町
へ

来
て
、
体
重
が
５
㎏
増
え

ま
し
た
。
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佐
敷
城
跡

《
佐
敷
城
の
歴
史   

》

　
佐
敷
城
跡
へ
の
歴
史
資
料
館
建

設
は
平
成
6
年
10
月
に
起
工
式
が

行
わ
れ
、
周
辺
道
路
の
整
備
な
ど

が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
資
料
館
建
設
に

つ
い
て
は
以
前
か
ら
、
多
額
の
建

設
費
用
が
か
か
る
こ
と
や
佐
敷
城

再
建
と
し
て
実
態
が
不
明
な
ま
ま

天
守
閣
風
建
築
物
を
建
て
る
こ

と
、
文
化
財
保
存
の
在
り
方
な
ど

を
巡
り
、
建
設
賛
成
、
反
対
の
両

者
が
新
聞
紙
上
に
意
見
を
掲
載
す

る
な
ど
、
町
民
の
間
で
も
意
見
が

割
れ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
起
工
式
と
同
じ
月

に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
で
は
、
こ

の
歴
史
資
料
館
建
設
を
推
進
す
る

現
職
と
文
化
財
調
査
の
継
続
を
求

め
る
新
人
候
補
の
間
で
争
点
の
一

つ
と
な
り
、
新
聞
に
選
挙
戦
の
様

子
を
「
佐
敷
城
攻
防
戦
」
と
紹
介

さ
れ
る
一
コ
マ
も
あ
り
ま
し
た
。

芦北に残る文化遺産芦北に残る文化遺産

　
国
指
定
史
跡

　
平
成
20
年
３
月
28
日
指
定

50
　
選
挙
で
新
人
候
補
が
勝
利
し
た

結
果
、
歴
史
資
料
館
の
建
設
計
画

は
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
終
了
す
る
と
し
た
事

前
調
査
に
つ
い
て
も
「
不
十
分
で

あ
る
」
と
県
文
化
課
よ
り
指
導
が

あ
り
、
再
調
査
の
必
要
性
を
迫
ら

れ
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
を
再
開
し
、
そ
の
成

果
を
反
映
し
た
新
た
な
佐
敷
城
跡

整
備
方
針
を
検
討
す
る
た
め
平
成

7
年
8
月
に
「
佐
敷
城
跡
保
存
整

備
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
、
県

内
の
考
古
学
（
田
邉
哲
夫
氏
）
や

建
築
史
学
（
北
野
隆
氏
）、
文
献

史
学
（
松
本
寿
三
郎
氏
）
な
ど
各

分
野
の
第
一
人
者
が
委
員
に
就
任

し
、
佐
敷
城
跡
整
備
は
新
た
な
局

面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

追
憶
の
心
の
窓
に
雪
は
降
る
過
ぎ
去
り
し
日
の
夢

の
小
路
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
田
　
明

短
　
歌

短
　
歌

芦
北
短
歌
会

デ
コ
ポ
ン
の
採
果
ハ
サ
ミ
は
初
お
ろ
し
パ
チ
ン
と

弾
く
ヘ
タ
先
の
枝　
　
　
　
　
　
下
田　
み
の
ぶ

お
婆
ち
ゃ
ん
ド
ラ
エ
も
ん
カ
ル
タ
で
遊
ぼ
う
と
文

字
も
分
か
ら
ず
手
は
絵
に
動
く　
小
川　
勝
子

母
の
着
物
米
に
替
え
継
ぐ
命
い
ま
八
十
路
の
初
春

季
め
ぐ
り
来
て　
　
　
　
　
　
　
加
来
　
道
子

年
は
じ
め
画
面
の
前
で
応
援
す
天
下
の
険
に
挑
む

若
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
寺　
真
弓

だより

芦北町立

　
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
か
ら
今
年
1
月
に
か
け
て
作
品
を
募
集
し
た
詩
画
公
募
展
に
は
、
小
学

生
の
部
１
０
９
４
点
、
中
学
生
の
部
５
８
５
点
、
一
般
の
部
３
８
８
点
あ
わ
せ
て

２
０
６
７
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
個
性
の
光
る
力
作
揃
い
で
、
全
国
各

地
か
ら
幅
広
い
年
齢
の
方
々
に
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
審
査
会
に
お

い
て
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
審
査
員
賞
、
入
選
、
ま
た
町
内
在
住
者
を
対

象
と
し
た
星
野
富
弘
美
術
館
賞
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
次
号
3

月
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、『
第
14
回
星
野
富
弘
美
術
館
詩
画
公
募
展
入
賞

作
品
展
』を
3
月
9
日（
火
）か
ら
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

特
別
展
「
わ
た
し
が
選
ん
だ
富
弘
さ
ん
展
」
／
季
節
の
常
設
展
『
冬
』
開
催
中　

　
○
開
催
期
間　
令
和
３
年
３
月
７
日
（
日
）
ま
で
※
８
日
（
月
）
は
展
示
替
え

　
○
開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
○
休
館
日　
第
2
・
4
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）　

　
＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　

星
野
富
弘
美
術
館 　
☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、　
ご
来
館
の
際
に
は
、

　
　
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。◀

作
品
紹
介

　
花
は
種
を
（
ト
チ
の
実
）
／
２
０
１
４
年

『
第
14
回
星
野
富
弘
美
術
館
詩
画
公
募
展
』

１２１3
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安20 土

21 日 ・当番医　六車医院
22 月
23 火 ・当番医　芦北とりかい眼科
24 水
25 木
26 金 ・3 〜 4 か月児健診
27 土
28 日 ・当番医　竹本医院
3/1 月
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土
7 日 ・当番医　芦北クリニック
8 月
9 火
10 水
11 木
12 金 ・1 歳６か月児健診
13 土
14 日 ・当番医　松本医院
15 月 ・7 〜 8 か月児健診
16 火
17 水
18 木
19 金 ・3 歳児健診
20 土 ・当番医　井上医院　井上病院
21 日 ・当番医　篠原医院
22 月
23 火
24 水
25 木

イベントカレンダー

編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
禍
で
人
に
会
う
こ
と
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
取
材
時
に
は
、
特
別
に

対
応
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
健
康

に
注
意
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
田
中
）

　
コ
ロ
ナ
で
我
慢
と
忍
耐
の
毎
日
で
、
新

し
い
生
活
様
式
へ
と
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
は
周
囲
へ
の
気
遣
い
や
思
い
や
り
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
心
掛
け
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
の

楽
し
み
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
よ
う
と
思
い

ま
す
。（
西
山
）

１４１５

警
察 てまえ運動　停止率 UP ！

火災・救急出動件数報告
　

昨
年
は
、
未
曾
有
の
水
害
に

見
舞
わ
れ
、
芦
北
消
防
署
も
被

害
を
受
け
、
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
２
年
１
月
１
日

か
ら
令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
の
救
急
出
動
件
数
は

８
２
４
件
で
し
た
。
前
年
と
比

べ
て
火
災
出
動
件
数
は
２
件
増

加
し
、
救
急
出
動
件
数
は
３
件

増
加
し
ま
し
た
。
空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

で
す
火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う

令和２年
芦北消防署管内の

火　災 救　急
種  別 出動件数 種  別 出動件数 種  別 出動件数
建　物 ４件 急　病 ４９７件 運動競技 １件

車　両 ０件 一般負傷 １２１件 労働災害 １１件

林　野 ０件 交通事故 ３４件 火　災 １件

その他 ２件 水難事故 ０件 自然災害 １件

合　計 ６件 転院搬送 １４７件 その他 １１件

火事と救急は１１９ 合　計 ８２４件

①歩行者は、「手を前」に出してドライバーに合図
②車は、横断歩道の「手前」で停止
③ドライバーは、「手を前」に出して歩行者に合図
歩行者が手を挙げると停止率は大幅にUP！

３２.７％
前年比＋６.９ポイント前年比＋６.９ポイント

７６.５％
前年比＋２．８ポイント前年比＋２．８ポイント

「信号機のない横断 歩道」において歩 行 者が渡ろうとしている　　　　
場面で一時停止する自動車の実態調査結果（令和２年熊本県警調査）

！！

「
手
を
挙
げ
ず
」横
断
時

「
手
を
挙
げ
て
」横
断
時

お誕生おめでとう
R3.1.1 〜 1.30 受付分（敬称略）受付件数件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

明宏
弘樹
和香
幸三

    １． ５
　１.　５
　１．１２
　１．２０

板床　寅
と ひ ろ

宏
藤岡　　蓮

れん

佐藤　小
こ は る

桜
藤井　柚

ゆ づ き
月

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　　  区

男
男
女
女

花岡西
湯浦南
豊岡
平生

８８
８８
８４
９５
９２
８７
８５
９０
７９
９０
９４
９４
７８
９９
９１
７６
６１
９８
８４
８６
６９
９５

１００
６７
９４
９３
９４
８９

白岩
鶴木山
黒岩
芦北
豊岡
小田浦２
花岡東
大野
海浦２
井牟田
計石東
大岩２
吉尾
大川内西
花岡西
国見
内小場
田浦１
花岡東
湯浦北
国見
八幡
大野
黒岩
国見
田浦１
新町
花岡西

ご冥福をお祈りします

  １.　１
  １． ２
  １． ４
  １． ７
  １． ９
  １．１０
  １．１１
  １．１１
  １．１１
  １．１２
  １．１３
  １．１６
  １．１６
  １．１６
  １．１６
  １．１６
  １．１６
  １．１７
  １．１８
  １．１９
  １．２０
  １．２１
  １．２１
  １．２２
  １．２３
  １．２３
  １．２９
  １．３０

R3.1.1 〜 1.30 受付分（敬称略）受付件数３３件
　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　   区　

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
なお、掲載の承諾には署名・押印が必要です。

平江　保喜
下田　義治
岩口　カツコ
　橋　辰男
犬藤　續
農上　幸子
福島　幸市
山下　キミ子
楠本　久子
松田　トミエ
橋本　サチ子
坂本　ツヤ子
野田　國義
　本　サダメ
井上　美代子
中村　春美
長尾　勇昭
村田　チエノ
山下　康幸
宮﨑　浩二
草野　文雄
橋本　キノ
中山　フサ子
久保　洋子
草野　スミエ
市川　照子
柿坂　フミ子
岡田　金吉
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／
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／
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所
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０

２
1

  ２
０

２
1

  2
月
2
月

　　N
o.192

N
o.192

（
再

生
紙

使
用

）

芦北町コミュニティセンター
こどものひろば　遊具の紹介

　「エアトラック」
　幅2.8m、長さ12m、厚さ33cm のオランダ生まれのエアマットです。
　適度な反発力をもつことから、オリンピック選手の練習用マットとして使用している国もあるほど
で、跳んだり、走ったりと安全に楽しく遊べます。
　これまでに体験したことのない「反発力」のあるエアマット！
　空気をフル充填して、みなさまのご来館をお待ちしております。　

図書館新着図書紹介
推し、燃ゆ

宇佐美りん　著
（河出書房新社）
　※芥川賞受賞作

　ままならいない人生を引きず
り、祈るようにアイドル上野真
幸を推すあかり。ある日真幸が
ファンを殴って炎上し…
　デビュー作「かか」が三島賞
候補になった21歳の第２作。

心淋し川
西條奈加　著
（集英社）

　※直木賞受賞作
　江戸の片隅、小さなどぶ川沿
に立ち並ぶ古い長屋。住民た
ちは人生という川のどん詰まり
でもがいていた。懸命に生を紡
ぐ人々 の切なる願いが胸にしみ
る時代小説。

作家になりたい
小林深雪　著
（講談社）

小中学生リクエスト企画本
　みおとゆりあという同級生がい
ます。みおがゆりあに本当は彼氏
がいないのに「彼氏がいる」と自
慢したところ、ゆりあに「彼氏を
連れてきなさい」と言われます。は
らはらどきどきのお話です。


